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(57)【要約】
呼吸装置組立品は、呼吸装置組立品を着用するユーザー
のために呼吸可能な空気空間を画定するシェルを有する
。呼吸装置組立品は、呼吸可能な空気空間の中に空気を
供給するために、シェル内に空気送達導管を有する。空
気送達導管は空気出口を有し、これは、空気出口を出る
空気の方向が第１の空気流の方向と第２の空気流の方向
との間で制御可能であるように、構成において調節可能
であるか、又は位置において調節可能なそれに関連した
羽根を有するかのいずれかである。呼吸装置組立品がユ
ーザーによって着用されている間、ユーザーは空気出口
を出る空気の方向を制御することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　呼吸装置組立品であって、
　ユーザーの頭部の少なくとも一部分を被覆するように成形された保護用シェルと、
　前記シェルと前記ユーザーの頭部との間に画定される空間の中に空気流を送達するため
の出口と、
　前記出口からの前記空気流が第１の方向に誘導される第１の位置と、前記出口からの前
記空気流が第２の異なる方向に誘導される第２の位置との間で調節可能である、前記出口
での羽根と、を含む、呼吸装置組立品。
【請求項２】
　前記シェルがユーザーによって着用されている間、前記羽根をその第１の位置と第２の
位置との間で動かすためのコントローラーを更に含む、請求項１に記載の呼吸装置組立品
。
【請求項３】
　前記出口で複数の羽根を更に含む、請求項１に記載の呼吸装置組立品。
【請求項４】
　前記シェルが前記ユーザーによって着用されている間、前記保護シェルの少なくとも一
部分は、それを通して前記ユーザーが見ることができるバイザーを含む、請求項１に記載
の呼吸装置組立品。
【請求項５】
　前記出口が、前記保護用シェルの前記バイザーに隣接している、請求項４に記載の呼吸
装置組立品。
【請求項６】
　前記保護用シェルが、フード又はヘッドカバーを含む、請求項１に記載の呼吸装置組立
品。
【請求項７】
　前記保護用シェルが、ハードシェル部分を含む、請求項１に記載の呼吸装置組立品。
【請求項８】
　複数の前記出口を更に含み、２つ以上の前記出口が、関連付けられた羽根を有する、請
求項１に記載の呼吸装置組立品。
【請求項９】
　前記保護シェル外の作動装置を有するコントローラーを更に含み、前記コントローラー
は、ユーザーが前記作動装置を操作することよって発信されるリモート信号に応じて前記
羽根を調節することができる、請求項１に記載の呼吸装置組立品。
【請求項１０】
　呼吸装置組立品であって、
　ユーザーの頭部の少なくとも一部分を被覆するように成形された保護用シェルと、
　前記シェルと前記ユーザーの頭部との間に画定された空間の中に空気流を送達するため
の出口と、を含み、前記出口は、前記出口からの前記空気流が第１の方向に誘導される第
１の出口構成と、前記出口からの前記空気流が第２の異なる方向に誘導される第２の出口
構成との間で調節可能である、呼吸装置組立品。
【請求項１１】
　前記保護シェルがユーザーによって着用されている間、前記出口は、その第１の出口位
置と第２の出口位置との間で可動である、請求項１０に記載の呼吸装置組立品。
【請求項１２】
　前記シェルがユーザーによって着用されている間、前記保護シェルの少なくとも一部分
は、それを通してユーザーが見ることができるバイザーを含む、請求項１０に記載の呼吸
装置組立品。
【請求項１３】
　前記出口が、前記保護シェルの前記バイザーに隣接している、請求項１２に記載の呼吸
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装置組立品。
【請求項１４】
　前記保護用シェルが、フード又はヘッドカバーを含む、請求項１０に記載の呼吸装置組
立品。
【請求項１５】
　前記保護用シェルが、ハードシェル部分を含む、請求項１０に記載の呼吸装置組立品。
【請求項１６】
　複数の前記出口を更に含む、請求項１０に記載の呼吸装置組立品。
【請求項１７】
　前記保護シェル外の作動装置を有するコントローラーを更に含み、前記コントローラー
は、ユーザーが前記作動装置を操作することによって発信されるリモート信号に応じて前
記出口を調節することができる、請求項１０に記載の呼吸装置組立品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　概して、本開示は、ユーザーの頭部に着用されて、ユーザーのために呼吸可能な空気を
提供する呼吸装置組立品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　呼吸装置は周知であり、多数の用途を有する。例えば、特定のタイプの呼吸装置は、煙
の充満した環境、火若しくは塵の充満した環境、鉱山、有毒な環境、又は研究室などの汚
染された環境において、ユーザーの呼吸を補助するために使用されることがある。また、
呼吸装置は、シリコーンチップ（silicone chips）の製造に用いられるクリーンルームで
の作業時など、ユーザーが周囲の空気を汚染するのを防ぐのが望ましい場合にも着用され
ることがある。
【０００３】
　一部の呼吸装置は、危険な環境での作業時に、又は鉱山、工業環境、若しくは建設現場
などで、ユーザーが落下片若しくは廃棄片に当たる恐れのある場合、衝撃に対して少なく
ともいくらか保護することが意図されているハードシェル部分を含む。別のタイプの呼吸
装置は、例えば、実験室又はクリーンルームでの作業時など、衝撃からの頭部の保護が必
要であると考えられないときに、ソフトシェルを採用している。
【０００４】
　呼吸装置フードは通常、フードが着用される環境に好適な軟質の可撓性材料で作られて
おり、フードの下端部にエプロン又はスカートが提供され、ユーザーの肩領域に広がる場
合もある。このタイプのフードは、ユーザーの作業している環境からユーザーを隔離する
ために、ボディスーツと共に使用されることがある。エプロン又はスカートは、ボディス
ーツとの接合部として機能することが多く、ユーザーを周囲の環境条件から保護する。呼
吸装置ヘッドカバーは、ユーザーの頭部全体を被覆せず、一般的に、ユーザーの耳の上方
及びユーザーの耳の前でユーザーの顎の周囲を下方に延びる。フード又はヘッドカバーは
、一般にバイザーと呼ばれる、それを通してユーザーが見ることができる透明な領域を前
側に有する。バイザーは、フード又はヘッドカバーの一体部分であることがあり、又はそ
れは損傷した場合にそれが取り外して交換できるように、取り外し可能であることがある
。
【０００５】
　呼吸装置ハードシェル部分は、通常、呼吸装置を着用する環境に好適な硬質の不撓性材
料で作られている。例えば、このような材料には、鋼鉄などの金属材料又はハードポリマ
ーが挙げられる。呼吸装置ハードシェル部分は一般的に、少なくともユーザーの頭頂部に
わたって延び、その全側面の周囲に縁部、又はそこから前方に延びるひさしを有すること
があり、これによってユーザーの顔面領域をわたって追加的に保護する。更に、このよう
な呼吸装置は、ユーザーの後頭部及び側頭部から下向きに延びる保護側部を含むこともあ
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る。このような側部は、不撓性材料で形成されることも、可撓性材料で形成されることも
ある。ハードシェル部分を有する呼吸装置組立品は、ユーザーが呼吸装置の外を見れるよ
うにするバイザーを含むこともある。バイザーは、透明の場合がある。しかしながら、溶
接に使用する場合など、場合によっては、バイザーは薄く色付けされていたり、又はそれ
は、自動暗化フィルター（ＡＤＦ）などのフィルター又はシャッターを含むことがある。
バイザーは、呼吸装置組立品の一体部品であってもよく、又はそれは損傷した場合にそれ
が（is）取り外して交換できるように、取り外し可能であることがある。
【０００６】
　呼吸装置シェルは、ユーザーのために呼吸可能な空気空間の領域を提供することが意図
される。したがって、シェルは、ユーザーの頭部及び／又は首領域の周囲で封止されるの
も通常である。呼吸装置の内部には、少なくとも１つの空気源によって、呼吸可能な空気
が提供される。給気管は、ユーザーから切り離されている外部空気源に接続されているこ
ともあるが、多くの用途においては、給気管は、ユーザーによって、例えばバックパック
内又はベルトに携行される可搬式空気源に接続される。１つの形態では、可搬式空気源は
、電池で作動するモーター駆動のファン及びフィルターを含むターボ装置を備える。可搬
式空気源は、所定の期間にわたって、ユーザーに呼吸可能な空気供給源を提供することが
意図される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　空気は１つ以上の出口から呼吸装置内に分配され得る。しかしながら、一般的な呼吸装
置のユーザーは、出口（単数又は複数）からの空気流の方向を制御できない場合がある。
ある人が心地良い微風と感じるものが、他の人は冷たい隙間風と見なすことがある。場合
によっては、空気流の特定の分配は、例えばユーザーの目の乾燥など、実際にユーザーに
不快感を引き起こす場合がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　呼吸装置組立品は、ユーザーの頭部の少なくとも一部分を被覆するよう成形された保護
用シェルと、シェルとユーザーの頭部との間に画定された空間の中に空気流を送達するた
めの出口と、出口からの空気流が第１の方向に誘導される第１の位置及び出口からの空気
流が第２の異なる方向に誘導される第２の位置との間で調節可能である、出口での羽根と
、含む。
【０００９】
　別の態様において、呼吸装置組立品は、ユーザーの頭部の少なくとも一部分を被覆する
ように成形された保護用シェルと、シェルとユーザーの頭部との間に画定された空間の中
に空気流を送達するための出口と、を含み、この出口は、出口からの空気流が第１の方向
に誘導される第１の出口構成と、出口からの空気流が第２の異なる方向に誘導される第２
の出口構成との間で調節可能である。
【００１０】
　本要約は、下記の「発明を実施するための形態」において更に説明される簡略化した形
態の概念の選択肢を紹介するために提供されている。本要約は、請求項に記載の主題の重
要な特徴又は本質的な特徴を特定することを意図しないし、請求項に記載の主題の開示さ
れた各実施形態又はあらゆる実施を記載することを意図せず、また、請求項に記載の主題
の範囲を決定する際の助けとして使用することを意図するものでもない。他の多くの新た
な利点、特徴、及び関係は、本明細書が進行するにつれて明らかになるであろう。以下の
図及び説明は、例示的な実施形態を、より具体的に実証する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　開示される主題は、添付図面を参照して更に説明され、同様の構造は種々の図にわたっ
て同様の参照番号によって示される。
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【図１】ユーザーの頭部を被覆するための呼吸装置フードを有する、呼吸装置組立品の側
面図。
【図２】ユーザーの頭部を被覆するためのハードシェルヘルメットを有する、呼吸装置組
立品の実施形態の側面図。
【図３】図２において線３－－３に沿って取られた部分断面図。
【図４】呼吸装置（respiratory）組立品で使用するための空気流マニホールドの一部分
の斜視図であり、空気流マニホールドの出口での羽根構造体の代替の実施形態を示してい
る、斜視図。
【図５】図４において線５－－５に沿って取られた部分的な断面図であり、フード又はヘ
ルメット構造体のシェルも断面に示されている、部分的な断面図。
【図６】図４の羽根構造体の代替的な実施形態の部分的な斜視図。
【図７】例えば、ハードシェルヘルメットを有する呼吸装置組立品の代替的な実施形態の
斜視図。
【図７Ａ】図７の区分７Ａの拡大された斜視図。
【図８】例えば、ハードシェルヘルメットを有する呼吸装置組立品の代替的な実施形態の
側面図。
【図９】代替的な羽根の位置制御構成の模式図。
【００１２】
　上記の図面は、開示された主題の１つ以上の実施形態を記載するが、他の実施形態もま
た本開示の中で述べられるように企図される。全ての場合において、本開示は、制限事項
としてではなく、代表的な例として開示された主題を提示する。本開示の原則の範囲及び
趣旨に含まれる、多数の他の変更及び実施形態が当業者によって考案され得ることを理解
されたい。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　用語解説
　以下に記載される用語は、定義されるような意味を持つ。
【００１４】
　フード及びヘッドカバーという用語は、少なくともユーザーの顔面を被覆する、緩くフ
ィットするフェースピースを指す。
【００１５】
　ヘルメット、安全帽及びバンプキャップという用語は、ユーザーの頭部にさまざまな度
合いの衝撃保護をもたらすことを意図されている頭部カバーを指し、ヘルメットが最大の
保護を、バンプキャップが最小の保護をもたらす。
【００１６】
　形状非安定性とは、ある形状をとり得るが、付加的な支持体がなくとも単独でその形状
を維持できる必要は必ずしもない構造の特徴を意味する。
【００１７】
　形状安定性とは、構造物が画定された形状を有し、その構造物が可撓性でもよいが、そ
れ自体でその形状を維持できる構造物の特性を意味する。
【００１８】
　呼吸可能な空気空間とは、空気が吸入され得る、少なくともユーザーの鼻及び口周辺の
空間を意味する。
【００１９】
　保護用シェルとは、少なくとも呼吸可能な空気空間を含む、呼吸装置組立品の内部を呼
吸装置組立品の周囲環境から分離するバリアを意味する。
【００２０】
　マニホールドとは、空気入口、及びこの空気入口と連通する１つ以上の別個の空気導管
を有する空気流プレナムを意味し、各空気導管は少なくとも１つの空気出口を有する。
【００２１】
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　羽根は、空気流出口に隣接して配置された可動構造体を意味し、これは出口に対する構
造体の位置によって、出口を出る空気の流れ方向を決定する。
【００２２】
　コントローラーは、羽根の位置を、その対応する空気流の出口に対して調節するために
使用される装置又はシステムを意味する。
【００２３】
　代表的な呼吸装置組立品１０は、図１に示されている。この場合において、呼吸装置組
立品１０は、呼吸装置組立品１０用の保護用シェルＳとして機能するフード１２を含む。
呼吸装置組立品１０は、それがユーザー１８の頭部１６に適合するように寸法設定され得
るように、１つ以上の寸法に調整可能であるヘッドハーネス１４を更に含む。フード１２
は、頭部１６全体にわたっていないとしても、ユーザー１８の頭部１６の少なくとも前頭
部及び頭頂部にわたって延びるように寸法設定される。図１に示されているフード１２は
、ユーザー１８の頭部１６を全体的に被覆しており、ユーザー１８によって着用される完
全な保護用ボディスーツ１９と組み合わせて使用されてもよい。呼吸装置組立品は、ユー
ザーの頭頂及び前頭部分のみを被覆する（耳、首及び肩は露出されたままである）頭部カ
バーを含むものなど、代替的な構成を有してもよい。ある代表的な実施形態において、保
護用シェルは形状非安定性であって、形状安定性空気マニホールド２０を組み込んでもよ
い。
【００２４】
　空気マニホールド２０は、ヘッドハーネス１４によって支持され、それに取り外し可能
に接続されてもよい。図１に例示されるように、ユーザーの頭部１６上に接続され、装着
されるとき、ヘッドハーネス１４は、空気マニホールド２０をユーザーの頭部１６に対し
て所望の位置で支持する。
【００２５】
　空気マニホールド２０は、空気入口導管２６及び少なくとも１つの空気送達導管２８を
有する。一実施形態において、空気入口導管２６は、ユーザーの頭部１６の後側に隣接し
て配置され、保護用シェルＳの外に延びる。空気入口導管２６は、空気送達導管２８と流
体連通し、空気送達導管は空気出口３２を有する。一実施形態において、空気出口３２は
、ユーザー１８の頭部１６の顔面領域３４に隣接している。図１でマニホールド２０上に
１つの空気送達導管２８が図示されているが、任意の数（例えば、１つ、２つ、３つ等）
のこのような導管が提供され、各導管が対応する空気出口を有してもよいことが理解され
る。更に、いくつかの実施形態において、マニホールドは、ユーザーの額に隣接する、そ
れぞれの空気送達導管の１つ以上の出口、及びユーザーの鼻及び口（例えばユーザーの鼻
と口の各側上に）に隣接する、それぞれの空気送達導管の１つ以上の出口を有してもよい
。保護用シェルＳは、その前側に配置され、それを通してユーザーが見ることができるバ
イザー３６を含む。マニホールド２０の空気入口導管２６は、空気ホース４０を介して、
呼吸可能な供給源（supply of breathable）と流体連通し、これは次に、ユーザー１８用
の呼吸可能な空気の供給源４２に接続される。このような供給源４２は、特定の用途に所
望される場合のように、呼吸可能な空気の加圧タンク、電動空気浄化呼吸装置（ＰＡＰＲ
）、又は他の送気式の（supplied）呼吸可能な空気源の形態を取ってもよい。図１に図示
されている実施形態において、マニホールド２０は、ユーザー１８によって着用されるベ
ルト上に携行されるＰＡＰＲ空気及び／又は動力供給源Ｐに連結されている。空気は、ホ
ース４０を通じて空気供給源４２からマニホールド２０の空気入口導管２６の中に流れる
。空気は、次に、マニホールド２０の各空気送達導管２８を通じて、その空気出口３２か
ら各導管２８の外へ流れ、ユーザー１８の頭部１６の周囲で、保護用シェルＳによって画
定された呼吸可能な空気空間４４の中に流れる。呼吸可能な空気はしたがって、吸入目的
のためにマニホールド２０によってユーザーの顔面領域３４に送達され、いくつかの実施
形態において、顔面領域３４には、空気が吸入され得るユーザーの鼻の周囲の空間だけで
はなく、ユーザーの目及び額の周囲などユーザーの顔面の周囲の他の領域も含む。
【００２６】
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　このような空気の導入のために、保護用シェルＳ内の気圧は、典型的にはシェルの外側
の気圧を僅かに超えることがある。したがって、一部の代表的実施形態において、フード
は一般に、ユーザーの頭部１６、空気マニホールド２０及びヘッドハーネス１４の周囲で
、図１に示された形状にまで拡大することができる。典型的には、空気は、呼気ポート（
図示せず）を介して、又は保護用シェルＳの下縁部（例えばユーザー１８の首及び／又は
肩の周囲）に隣接する許容漏出によって、又は一部の実施形態において、保護用シェルを
通じて、保護用シェルＳから逃れることが可能である。呼吸装置組立品１０は、したがっ
て、非形状非安定性の保護用シェルＳ内の呼吸可能な空気空間４４をユーザーに提供し、
形状安定性マニホールド２０によって、ユーザーの顔面に隣接して空気が送達される。し
かしながら、他の例示の実施形態において、保護用シェルＳ及びマニホールド２０のいず
れか若しくは両方は、その任意の部分が形状安定性又は形状非安定性であってもよい。
【００２７】
　ユーザーの頭部に関してマニホールド２０の位置は、ヘッドハーネス１４上のその装着
によって、ユーザーに対して固定される。したがって、マニホールド２０の空気出口３２
の位置は、ユーザーに対する（また、より具体的には、ユーザーの顔面領域３４に対する
）位置に固定される。呼吸装置組立品１０を介した、空気出口３２から外への空気流の方
向は羽根によって制御されてもよく、これは空気出口３２に隣接して配置され、空気出口
３２から外への、異なる空気流出口経路を画定するために調整可能である。
【００２８】
　図２は、マニホールド２０と組み合わせて使用される安全帽２５を有する、代表的な呼
吸装置組立品１１０を示す。代表的な呼吸装置組立品１１０の保護用シェルＳは、形状安
定性の構成を有し、（少なくとも一部分において）ある程度まで耐衝撃性であり得る。図
２は、ユーザーの頭頂部のみを、その顔面領域と共に被覆するように寸法設定されている
安全帽２５を示す。代替の安全帽のスタイルは、ユーザーの頭部全体を被覆するものを含
む。呼吸装置組立品１１０をユーザーの頭部にフィットさせ、その上の安全帽及びマニホ
ールドを支持し、位置決めするためにヘッドハーネス（図２に示されている代表的なヘッ
ドハーネス１１４など）が提供される。ヘッドハーネス１１４は、安全帽及び／又はマニ
ホールドから取り外し可能であってよい。安全帽２５は、その前側に配置されたバイザー
１３６を含み、それを通してユーザーは見ることができる。その保護用シェルＳ内に呼吸
可能な空間１３４が画定されるように、安全帽２５はユーザーの頭部及び／又は首の周囲
で封止されてもよい。空気は、空気入口２６を介してマニホールド２０の空気送達導管２
８の中に供給され、そこから出て、導管２８上の空気出口３２を介して呼吸可能な空気空
間１３４の中に流れる。呼気ポート（図示せず）若しくは安全帽２５の下部に隣接して画
定された封止の周りの制御された空気漏出、又は特定の用途に適している任意の他の方法
で、呼吸可能な空気空間を通って空気を循環させるために提供されてもよい。
【００２９】
　図１、図２、及び図３は、空気送達導管２８の空気出口３２の外への空気流の方向を制
御するための代表的な羽根構造体を示す。羽根５０は、導管２８内の空気流チャンネル５
２を横断して延び、それに枢動可能に装着される。羽根５０は、導管２８の壁部内に枢動
可能に受容されるスピンドル５６を含む又は受容する、ハブ５４を有する。羽根パネル５
８は、ハブ５４に取り付けられて、空気出口３２に隣接するチャネル５２を横断して、か
つチャネル５２に沿って延びる。羽根作動装置パドル又はコントローラー６０は、羽根パ
ネル５８と異なる方向でハブ５４から突出する。示された実施形態において、パドル６０
は、羽根パネル５８にほぼ垂直に延びるが、他の角度をなす向きが所望されてもよい。パ
ドル６０は、導管２８の上壁のスロット６２を通って延び、例えば、図３で、実線及び破
線によって示されているように、導管２８に対するパドル６０の枢動動作を可能にする。
パドル６０の枢動動作は、図３の矢印６４に沿ってもよい。パドル６０の動作は、羽根パ
ネル５８の動作を発生させる。チャネル５２に対する羽根パネル５８の位置によって、空
気出口３２からの空気流が第１の方向又は第２の異なる方向に誘導され得るように、空気
出口３２を出る空気流の方向は変更される。
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【００３０】
　スロット６２内のパドル６０の枢動動作を可能にしながら、導管２８内のスロット６２
は、スロット６２を通る空気流を制限するためのガスケットを含んでもよい。パドル６０
はまた、スロット６６を通って保護用シェルＳ内に延びてもよい。この場合において、ス
ロット６６内のパドル６０の動作を可能にしながら、スロット６６は、スロット６６を通
る可能性のある空気流を制限するためのガスケットも含んでもよい。
【００３１】
　呼吸装置組立品がユーザーによって着用されている間、羽根５０は、導管２８の空気出
口３２を出る空気流の方向を制御するために、そのユーザーによってアクセス可能である
。ユーザーは、呼吸装置組立品を取り外す必要なく、又は呼吸装置組立品をユーザーの頭
部の上に装着する前に、空気流の方向を事前に調整する必要なく、パドル６０を操作して
、空気流の方向を１つの方向から別の方向へと変更することができる。シェルＳが織物な
どの形状非安定性材料から形成される場合において、可撓性材料を通してパドル６０をた
だ掴んで、それを操作することが可能であり、それによって、ユーザーによるパドル６０
への操作可能なアクセスを可能にするために、シェルＳ内の開口部又はスロットは必要で
はないことがある。
【００３２】
　それぞれ個々のユーザーはこのように、呼吸装置組立品内の空気流を制御し、呼吸可能
な空気空間内で、ユーザーが快適な環境であると見なすものを得ることができる。空気出
口を出る空気流の方向を調整できることによって、ユーザーは、その空気流の感知される
冷却効果を変更することができ、また空気流を調整し、空気流の特定の方向性によって生
じ得るいずれかの可能性のある不快感を最小限に抑えることができる。
【００３３】
　図４及び図５は、呼吸装置組立品の羽根１５０のための代替の形態を示す。この配置に
おいて、羽根１５０は、本体１７０の形態で空気出口３２を横断して延びる。本体１７０
は、円筒の形であってもよく、スピンドル１７２を介してその端部で、導管２８に対して
、かつ導管２８内に枢動可能に装着されて、したがって、そのチャネル５２を横断して延
びる。複数の羽根チャネル１７４は本体１７０を通じて延び、チャネル５２（矢印１７５
）を通じて流れ、空気出口３２を出る（空気流矢印１７６によって示されているような）
空気のために利用可能な、唯一の経路を提供する。パドル又はコントローラー１６０は本
体１７０から外側に延び、羽根チャネル１７４の位置を操作するときに使用される。図３
に示されている羽根５０のパドル６０のように、図４及び図５の羽根１５０のパドル１６
０は、導管２８内で関連するスロット１６２及び１６６、並びにシェルＳをそれぞれ通じ
て延びる。スロット１６２及び１６６は、上記のとおり、空気流の封止目的のために関連
するガスケットを有してもよい。パドル１６０は、したがって、図５に示されているよう
に、矢印１６４の方向でマニホールド２８に対して可動である。パドル１６０が、図５で
点腺で示されている位置に枢動されたとき、羽根チャネル１７４が同様に枢動され、空気
出口３２を出る空気流の方向は、したがって、一般的に図５で矢印１７６ａによって示さ
れるとおりである。パドル１６０は、呼吸装置組立品を着用しているユーザーによって操
作されてもよい。したがって、図４及び図５に示される羽根１５０は、ユーザーが呼吸装
置組立品を着用している間、呼吸装置組立品内の呼吸可能な空気空間の中への空気流の方
向を制御するための代替の構成を提供する。
【００３４】
　図６は、図４及び図５の羽根１５０に類似である羽根１５０ａの向きを調節するための
代替的な手段を示す。この配置において、羽根１５０ａ上にはパドル１６０が供給されて
いない。むしろ、ノブ又はコントローラー１８０が、スピンドル１７２ａに接続され、こ
れは次に羽根１５０ａの本体１７０ａの末端部に接続される。ノブ１８０（これは円筒系
のノブ、又はレバー、又はあるその他のユーザーが把持可能な及び／又は操作可能なハン
ドルの形をとってもよい）は、スピンドル１７２ａの軸の周りで回転されて、導管２８に
対して、かつ導管２８内で本体１７０ａを枢動させる。したがって、羽根１５０ａ上の複
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数の羽根チャネル１７４の向きは、呼吸装置組立品を着用している間、ユーザーが調節す
ることができる。ノブ１８０は、呼吸装置組立品が着用されている間、ユーザーによって
アクセス可能であり、例えば、図６に示されるように、呼吸装置組立品のシェルＳの外側
に延びる。
【００３５】
　羽根の枢動動作の範囲（羽根が、例えば、羽根５０、羽根１５０、又は羽根１５０ａな
ど、どの構造体を有していても）は、ある点において制限され得る。例えば、マニホール
ド２８内のスロットの寸法は、羽根５０又は羽根１５０の動作の範囲を制限することがあ
る。あるいは、マニホールド２８又は羽根それ自体上で突出部を備える１つ以上のフィン
が、その枢動動作の範囲を制限してもよい。また、要素が提供されて、空気流の方向制御
のために、羽根がその第１の位置又は第２の位置において配置されたという触覚性表示（
又は、更には可聴な「クリック表示」）をユーザーに提供してもよい。２つの羽根位置の
みが言及されているが、その許容される枢動の範囲内で、羽根は空気出口３２に対して、
任意の数の、角度をなす向きに配置されてもよい。
【００３６】
　図７は、マニホールド２２０が空気送達導管２２８、２２９及び２３０などの複数の空
気送達導管を有する、代替の呼吸装置組立品２１０を示す。空気送達導管２２８、２２９
及び２３０は全て、空気入口導管２２６と流体連通し、これは呼吸装置組立品２１０に呼
吸可能な空気の供給源を送達するために空気ホース４０と流体連通している。図７は、保
護用シェルＳを画定するための安全帽２２５を有する呼吸装置組立品を示しているが、バ
ンプキャップ、ヘルメット、フード又はヘッドカバーを含むものなど、他の任意の種類の
呼吸装置組立品が使用されてもよい。
【００３７】
　各空気送達導管２２８、２２９及び２３０は、シェルＳ内の呼吸可能な空気空間２３４
に空気を送達するための空気出口２３２、２３３、２３５をそれぞれ有する。出口２３２
を出る空気流の方向を制御するために、羽根は、空気導管２２８の空気出口２３２に隣接
して提供される。呼吸装置組立品がユーザーによって着用されている間、羽根は、ユーザ
ーによって制御されることができ、上記の羽の１つ、又はそれと機能的に同等のものの形
態をとってもよい。
【００３８】
　空気送達導管２２９及び２３０は、呼吸装置組立品の各側を下に延び、それらの対応の
空気出口２３３及び２３５をユーザーの口及び／又は鼻領域に隣接して、その各側に有す
ることができる。この空気出口を出る空気流の方向を制御するために、各空気出口は、そ
れと関連する羽根を有し、呼吸装置組立品がユーザーによって着用されている間、各羽根
はユーザーによって操作可能である。例えば、図７Ａに示されているように、空気出口２
３５は、導管２３０の壁部内に枢動可能に受容される、スピンドル２５６を含む又は受容
するハブ２５４を有する羽根２５０を含む。１つ以上のチャネル２５８がハブ２５４を通
じて延び、ハブ２５４は、空気出口２３５に隣接する導管２３０内にチャネル２５９を横
断して、かつチャネル２５９に沿って延びる。ノブ２８０の回転が、空気出口２３５に対
して羽根チャネル２５８を枢動させるように、ノブ若しくはコントローラー２８０、又は
他の好適なユーザーが操作可能な部材は、スピンドル２５６に接続される。これにより羽
根チャネル２５８を枢動するこによって空気出口２３５を出る空気流の方向を制御する。
呼吸装置組立品を着用している間、ノブ２８０は、ユーザーによって、呼吸装置組立品の
シェルＳの外側でアクセス可能であるか、又は、シェルＳを通じて操作可能である。羽根
２５０はまた、導管２２９上の空気出口２３３のために供給されもよい。したがって、図
７及び図７Ａで示されている呼吸装置組立品は、呼吸可能な空気空間の中への空気流の送
達が、ユーザーの額に隣接する領域と、ユーザーの口又は鼻の領域との間で分離すること
ができる、マニホールドを示す。空気が呼吸可能な空気空間の中に送達される１つ以上の
出口のそれぞれで、羽根が供給されて、（呼吸装置組立品を着用している間）ユーザーは
、マニホールドの各空気送達導管を出る空気流の方向の別個の制御が可能になる。
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【００３９】
　図８は、マニホールド３２０が、複数の空気送達導管３２８及び３３０を有する代替の
呼吸装置組立品３１０を示す。空気送達導管３２８及び３３０は、空気入口導管３２６と
流体連通し、これは呼吸装置組立品３１０への呼吸可能な空気の供給源を送達するために
空気ホース４０と流体連通する。図８は側面図であり、（呼吸装置組立品３１０の左側の
）上部導管３２８及び１つの側面導管３３０のみを示す。一実施形態において、他の側面
導管が呼吸装置組立品３１０の右側に提供される。空気送達導管３２８は、呼吸装置組立
品３１０によって形成された、シェルＳ内に画定された呼吸可能な空気空間３３４に空気
を送達するための、ユーザーの額領域に隣接する空気出口３３２を有する。図８に示され
ているように、シェルＳは、安全帽３２５によって画定されるが、バンプキャップ、ヘル
メット、フード又はヘッドカバーを含むものなど、任意の他の種類の呼吸装置組立品が使
用されてもよい。上記のとおり、羽根は、空気出口３３２に隣接して提供され、ユーザー
の額に隣接する出口３３２を出る空気流の方向を、ユーザーの判断で、呼吸装置組立品３
１０がユーザーに着用されている間、制御することができる。
【００４０】
　空気送達導管３３０は、それが空気送達導管３２８、肘形部分３４３及び下部３４５と
流体連通している上部３４１を有する。空気出口３４７は、空気送達導管３３０の下部３
４５の遠位端で配置されている。下部３４５上の空気出口３４７の位置は、出口からの空
気流が第１の方向に誘導される第１の出口構成と、出口からの空気流が第２の異なる方向
に誘導される第２の出口構成との間で調節可能である。下部３４５は、肘形部分３４３の
操作により上部３４１に対して可動である。肘形部分３４３は可撓性であり、上部３４１
に対して下部３４５の動作を可能にする。これは、送達導管３３０の下部３４５が、呼吸
装置組立品３１０のバイザー３３６と共に動作できるようにする。肘形部分３４３は、い
ったん動かされると十分な固定保持を有し、これが下部３４５を上部３４１に対して所望
の位置に保持する。例えば、図８は下部３４５を、第１の下方位置において実線で、また
第２の上方位置において点線で示す。下方位置において、空気出口３４７を出る空気流は
、ほぼ矢印３５１の方向に移動し、その一方で、上方位置において、空気出口３４７を出
る空気流はほぼ矢印３５３の方向に移動する。空気出口３４７はしたがって、下部３４５
と共に、図８において、ほぼ矢印３５５の方向に可動である。
【００４１】
　示された実施形態において、空気出口３４７はユーザーの鼻及び口に隣接して、かつ呼
吸装置組立品３１０の前側部分でバイザー３３６に隣接している。空気送達導管３３０の
下部３４５の動作は、下部３４５をシェルＳの外側の操作可能な要素につなぐことによっ
て、又は、それを通してユーザーが下部３４５の位置を操作できる材料の下部３４５に隣
接するシェルＳの材料を形成することによって、呼吸装置組立品３１０を着用している間
、ユーザーによって実施することができる。このように、図８において示されている呼吸
装置組立品３１０は、ユーザーが呼吸装置組立品を着用している間、呼吸装置組立品内の
呼吸可能な空気空間の中への空気流の方向を制御するための代替的な配置を示す。
【００４２】
　本明細書で開示される呼吸装置組立品は、いくつかの実施形態に関して記載されてきた
が、当業者は、開示の呼吸装置組立品の趣旨及び範囲から逸脱することなく、形式上及び
詳細に変更がなされてもよいことを理解するであろう。例えば、例示された羽根は、例示
のみを意図しており、他の羽根の形が企図される。マニホールドの、その対応の空気送達
導管の空気出口を出る空気流の方向を制御できる限り、羽根構造体のための任意の好適な
形が十分であろう。シェルが形状非安定性部分を含む呼吸装置組立品において、形状非安
定性部分は、例えば、織物、紙、ポリマー（例えば、織布材料、不織布材料、スパンボン
ド材料（例えばポリプロピレン又はポリエチレン）若しくはポリウレタン又はＰＶＣでコ
ーティングされた編布基材）又はこれらの組み合わせなどの材料から形成されてもよい。
ハードシェル部分を含む代替的な実施形態において、ハードシェルの部分は、例えば、ポ
リマー（例えば、ＡＢＳ、ナイロン、ポリカーボネート若しくはポリアミド、又はこれら
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の混合物）、好適な樹脂での炭素繊維、好適な樹脂でのガラス繊維、又はこれらの組み合
わせなどの材料から形成されてもよい。
【００４３】
　更に、上記で開示されるコントローラーは全て、本来機械的である一方で（例えば、操
作されたパドル又はノブによって決定される羽根の位置）、電気機械など、羽根用の他の
コントローラーもまた企図される。例えば、電気機械装置は、羽根の動作を制御するため
に使用されてもよい。このような実施形態は図９において示されているが、ここで、呼吸
装置組立品のシェルＳは、その中にマニホールドＭを有する。この例示的な実施形態にお
いて、羽根Ｖ、及びコントローラーＣの少なくとも一部は、したがって、呼吸装置組立品
のシェルＳ内に存在する。コントローラーＣ（サーボモーターなどの）は、シェルＳの外
側の作動装置Ａを操作するユーザーによって発信されるリモート信号Ｓｉに応じて羽根Ｖ
を動かす。信号Ｓｉは、ケーブル、有線接続、又は無線（radio）の「無線通信（wireles
s communication）」のいずれかを通じて送信されることができる。このような用途にお
いて、無線で制御された羽根Ｖは、作動装置Ａに関連して、ユーザーが操作する送信器Ｔ
から送信される制御信号Ｓｉを受信するために無線受信器を使用する。このように、コン
トローラーＣは、シェルＳ内にあり、シェルＳの外側の作動装置Ａによって生成される信
号Ｓｉに応じて羽根Ｖの動作を発生させる。上記のとおり、羽根は２つ以上の位置の間で
動作し、空気出口を出る空気流の方向を制御してもよく、又は複数の位置を有してもよい
。コントローラーＣの作動装置Ａは、ユーザーのためのアクセス及び起動のために、呼吸
装置組立品上、若しくはＰＡＰＲ送風コントローラー上に都合良く配置されてもよく、又
は別個の手持ち式送信装置の中に組み込まれてもよい。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図８】 【図９】
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